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虎ノ門・麻布台地区市街地再開発組合 

 

 

 

『虎ノ門・麻布台地区第一種市街地再開発事業』 着工 

 

 

虎ノ門・麻布台地区市街地再開発組合（東京都港区、理事長 曲谷健一）が推進している「虎ノ門・

麻布台地区第一種市街地再開発事業」は、本日 8月 5日に起工式を執り行い、着工いたしました。 

 

当事業の対象地区は、東京都港区虎ノ門五丁目、麻布台一丁目及び六本木三丁目の約 8.1 ヘクター

ルで、東京地下鉄日比谷線神谷町駅および南北線六本木一丁目駅至近に位置し、隣接する「アークヒル

ズ 仙石山森タワー」を始めとする計画的な街づくりが進められてきたエリアにあります。 

平成 5 年（1993 年）に再開発準備組合が設立され、平成 29 年（2017 年）の都市計画決定、平成 30

年（2018 年）の再開発組合設立を経て、本日、令和元年（2019 年）8 月 5日に着工を迎えました。 

竣工は令和 5年（2023 年）3 月を予定しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当事業には、参加組合員として森ビル株式会社、日本郵便株式会社が参画しています。当事業の推進

により、居住機能と商業・業務、文化、教育等の各機能が複合した、国際性豊かで安全・安心な緑とう

るおいのある複合市街地を形成し、東京の国際競争力強化に貢献してまいります。 

  

＜ 本件に関するお問合せ先 ＞ 

虎ノ門・麻布台地区市街地再開発組合 広報担当：秋葉、落合（森ビル株式会社） 

TEL：03-6406-6606  FAX：03-6406-9306  E-mail：koho@mori.co.jp 

mailto:koho@mori.co.jp


経緯 

１９９３年 ２月  虎ノ門・麻布台地区市街地再開発準備組合設立  

２０１７年 ９月  虎ノ門・麻布台地区第一種市街地再開発事業に関する都市計画決定告示 

２０１８年 ３月  虎ノ門・麻布台地区市街地再開発組合設立 

２０１９年 ２月  権利変換計画認可 

２０１９年 ８月  着工 

２０２３年 ３月  竣工（予定） 

  

事業概要 

計画名称  虎ノ門・麻布台地区第一種市街地再開発事業 

施行者    虎ノ門・麻布台地区市街地再開発組合 

施行地区面積  約８．１ｈａ 

建築敷地面積  約６３,９００㎡ 

総延床面積   約８６０,４００㎡ 

階数／建物高さ  (Ａ街区・複合棟)     地上６４階 地下５階 ／ ３２５ｍ 

    (Ｂ-１街区・住宅棟)  地上６４階 地下５階 ／ ２６２ｍ 

    (Ｂ-２街区・住宅棟)  地上５４階 地下５階 ／ ２３７ｍ 

    (Ｃ-１街区・店舗棟)  地上 ３階 地下２階 ／  １５ｍ 

    (Ｃ-２街区・複合棟)  地上 ８階 地下３階 ／  ４１ｍ 

    (Ｃ-３街区・店舗棟)  地上 ３階 地下２階 ／  ２３ｍ 

    (Ｃ-４街区・寺院棟)  地上 ３階 地下１階 ／  １２ｍ 

主要用途      住宅、事務所、店舗、ホテル、インターナショナルスクール 等  

 

 

 

 

 

Ａ街区 

Ｂ-１街区 

Ｂ-２街区 
Ｃ-１～４街区 


